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1970・80年代のアメリカ美術界を通 じて
見られる特徴の一つは,作品やその制作動
機が写真やテレビジョン放送等の映像メデ
ィアとの積極的な関わ りを前提 としている
点である。現在,ポ スト・モダニズムの芸
術 として位置づけられているこれらの,手
法においてもモチーフにおいても伝統的な
美術のそれとは異なる制作行為は,同時に,
かつての芸術理念に対する批評行為として
も機能すると考えられる。故にこの時代の
状況を見るとき,作家の実践を思想的に支
持 し,ときには先導的な役割を果たした批
評家たちの活動が重要視 されることになる。
MITプ レスか ら出版 されてい る季刊 の学
術誌 『OCTOBERは1976年に創刊 されて
以来,こ れ らポス ト ・モダニズムの美術 を
とりあげた論文 を多 く掲載 し,こ の分野 に
おける批評 言説 の中心的な役割 をなす もの
の一つである といえる。特 に,編 集 に も関
わ る ロ ザ リ ン ド ・ク ラ ウ スRosalind
Krauss,ダグ ラ ス ・ク リ ンプDouglas
Crimp,ハル ・フォスターHalFosterら
は,フ ラ ンスのポス ト構造主義 を基調 とす
るバル ト,デ リダ,ボ ー ドリヤールのテク
ス トを援用 しつつ,作 家 や作品 を具体的 に
とりあげ,そ れをモ ダニズムの理念 に対す
る局所的な異議 申し立て として規定す る作
業 を続 けてい る。 例 えばクラウス は"A
NcteonPhotographyandtheSimulac-
ral"と題 した論 文 で,写 真 が芸術 に及 ぼ
す影響について分析する。カメラは構造上,
現実にあるものを忠実に再現する属性を有
しており,あるいは一枚のネガからは複数
の,同 じ写真が生産され得る。 この写真の
性格が,芸術の価値観を変える働きをする
とクラウスは述べる。つまり作品は唯一無
二であり,そこには作者の独自性が認めら
れなければならないとするモダニズムの芸
術理念は,写真の:複製性によって茶化しを
受けるというのである。その具体例として
シンディ ・シャーマンの写真作品がとりあ
げられる。映画やTVド ラマの1シーンを
模 して撮られたその作品は,無数に繰 り返
される紋切 り型のコピーでしかなく,作者
のオリジナリティとは無縁である。さらに
Yの
,オリジナリティ重視の理念との決別
は,シ ャーマン自身が被写体になっている
ことによってより徹底するというのである。
(OCTOBER31/Winter1984)
この他に写真 と現代美術の関係 を論じた
代表的な ものにクリンプの"ThePhoto-
graphicActivityofPostmodernism"
(OCTOBER15/Winter1980)カ§あり,
いずれも近年の美術動向をめぐる言説にお
いて,多 く典拠にされているものである。
本稿の筆者にとっては,こ うした写真と
現代美術に関する論考が 『OCTOBER』に
対する主な興味である歩,本誌 はそれ以外
にも建築やデザイン等,広 く芸術,美 学に
関わるテーマを扱っており,また論文だけ
でなく,例えば写真家の作品を掲載するこ
ともある。また1986年には,創刊以後10年
間の刊行の中から主要な論文を集めたアン
ソロジーQOCTOBER,TheFirstDec-
ade』がアネッ ト・マイケルソンAnnette
Michelson,ジョア ン ・コプ ジ ェック
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JoanCopjec,クリンプ,ク ラウスの4人
の編集によって出版されており,本誌の性
格を知る手掛かりとしても適当なものであ
る。その序文によると,編集者は,まず前
提 として,約半世紀前(1920年代)に 構造
主義が掲げ,かつ未だ達成されていない課
題が,今 日の美学の探究において大 きな重
要性 を持つ とした上で,次 の様 に記す。
「私たちが明らかにしようとしていること
は,モダ三ズムの規;mそ れは形態やカ
テゴリーを明確に定義し,説明した 一 が,
あらゆる局面において疑問視 されるように
なった時期にみられる特徴的な事象につい
てである。」美術の世界 においては,こ う
した価値観の変化はネオ ・ダダやポップ ・
アー トを通じて現われるとされるが,序文
では,前掲の引用部に続いて,これら60年
代から継続している様々な試みを提示し,
入念 に分析す るための討論の場 として
『OCTOBERの役割を規定 している。そ
れと同時に,こ うしたテーマを包括的に扱
うため,よ り多岐にわたる分野を考察しよ
うとしていることも,本誌の性格の一つと
して挙げられている。具体的には,先行す
る時代の著作(例 えばエイゼンシュテイン
の覚書)を紹介 した り,同じ関心を共有す
る多分野の批評家に執筆を委託した り,前
に触れたように,海外,と りわけフランス
の新しい著作を翻訳,紹 介(創刊号に掲載
されたミシェル ・アーコーのマグリット論
など)している。こうした柔軟な編集方針
は,各号の内容に応じて編集者が入れ替わ
ることにも現われている。
今 まで見てきたように,『OCTOBER』
は美学を主軸とした学術誌であるが,そ れ
が主に扱う現代美術は,大衆文化や資本主
義機構 など,他 分野の属性 との関わ りをま
す ます深 めてい るといえる。その点 におい
て,芸 術 のみ ならずデザイ ンの研究者 にと
って も,本 誌の有 用性 は大 きい といえるで
あろう。 ちなみにこの雑誌名は,エ イゼン
シュテイ ンが ロシア革命 を賛美 して,そ の
10年後(1927年)に作 った映画のタイ トル
か らとられた ものであ る。
参考 までに最新号(OCTOBER64/
Spring1993)の目次 を紹介 してお く。
DenisHollier"WhiletheCitySleeps"
ScottDurham"FromMagritteto
Klossowski:TheSimulacrum,be-
tweenPaintingandNarrative"
ThomasStruth"Photographsfrom
Germany,East"
MikhailYampolsky"VoiceDevoured:
ArtaudandBorgesonDubbing"
MaryHelenKolisnyk"Surrealism,
Surrepetition:Artaud'sDoubles"
VincentKaufmann"LifebytheLet-
ter"
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